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討議資料 

 Vol.5 

神奈川県議会議員 

「見る・聞く・届ける」を信念に、地域と行政の架け橋になる！！ 

 

 

議
員
生
活
一
年
目
を
終
え
て 

 

平
成
二
七
年
第
二
回
定
例
会
（
五
月
～
六

月
）
、
第
三
回
定
例
会
（
九
月
～
一
二
月
）
、
そ
し

て
平
成
二
八
年
第
一
回
定
例
会
（
二
月
～
三
月
）

が
閉
会
し
、
昨
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
皆

様
に
県
議
会
へ
と
送
り
出
し
て
頂
い
て
か
ら
、
間

も
な
く
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

長
年
、
代
議
士
秘
書
と
し
て
政
治
の
世
界
に
携

わ
っ
て
き
た
も
の
の
、
議
員
と
し
て
は
右
も
左
も
分

か
ら
ぬ
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
正
に
「
我

武
者
羅
に
な
っ
て
走
り
抜
け
た
一
年
」
だ
っ
た
と
い

う
印
象
で
す
。
時
に
は
活
動
や
生
活
の
ペ
ー
ス
が

掴
め
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
議

員
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
が
支
え
て
下
さ
り
、
何

と
か
無
事
に
一
年
を
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
と

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
日
頃
の
活

動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
は
、
公
職
選
挙
法
改
正
が
な
さ
れ
た
こ
と

で
、
選
挙
権
年
齢
が
二
〇
歳
以
上
か
ら
、
「
一
八

歳
以
上
」
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
選
挙
制

度
が
大
き
く
変
わ
る
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
選
挙
権

年
齢
の
引
き
下
げ
は
、
昭
和
二
〇
年
に
「
二
五
歳

以
上
」
か
ら
「
二
〇
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

以
来
、
実
に
七
〇
年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
り
、
本
年

の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、
約
二
四
〇
万

人
の
若
い
有
権
者
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。
若
い

世
代
が
政
治
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
是
非
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
庭

で
政
治
参
加
意
識
が
高
ま
る
よ
う
働
き
か
け
て

頂
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。
私
と
し
ま
し
て
も
、
鶴

見
に
お
住
い
の
皆
様
の
生
活
向
上
を
目
指
し
、
よ

り
多
く
の
方
に
解
り
や
す
く
、
県
政
を
身
近
に
感

じ
て
頂
け
る
よ
う
一
層
職
務
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 

 

こ
の
一
年
で
得
た
経
験
を
決
し
て
無
駄
に
す
る

こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
、
二
年
目
、
三
年
目
と

繋
げ
て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
、
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
職
務
に
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

今
後
と
も
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

神
奈
川
県
議
会
議
員 

川
崎 

修
平 

2016 年 4 月発行 

 

1年間の主な活動内容 

 第 18回統一地方選挙 

初登庁 

委員会 

街頭活動 

地元の行事参加 

平成 27年度は、1年間、県民企業常任委員会と安全安心推進特別委員

会に所属し、議会で審議される案件に対して、県民生活の向上・地方自治

の発展に向け視察や議論を重ねてまいりました。 

県議会議員選挙初挑戦ながら 27,239 票もの得票数を頂き、皆様に県議

会へと送り出して頂きました。初心を忘れずこれからも頑張ってまいります。 

裏面につづく 



  

 

川崎修平政務調査事務所 
 
〒230-0051 横浜市鶴見区鶴見中央 1-13-9-101 
TEL 045-642-6322 FAX 045-642-6661 
HP : http://www.kawasaki-syuhei.com 
Mail : info@kawasaki-syuhei.com 

※メールは HPからもご利用になれます。 

地元行事にも積極的に参加中!!  
お気付きの点、会合の情報等がございましたら川崎修平政務調査事務所までご連絡下さい!! 

川崎修平 

 
 
昭和 53年 12月 1日生まれ（37歳） 
鶴見区の小学校・中学校を卒業 
東海大学法学部卒業 
行政書士資格を取得 
 
小此木八郎代議士の秘書として鶴見区を 10年にわたり担当（公設秘書） 
平成 27年 神奈川県議会議員 初当選 
 
 
現在の役職 
神奈川県議会議員（1期） 
自民党横浜市鶴見区第一支部 支部長 
自民党神奈川県支部連合会 遊説局 次長 
神奈川県議会 県民企業常任委員会 委員 
神奈川県議会 安全安心推進特別委員会 事務局長  

視察 一般質問 

川崎修平君を育てる会 

この 1年間、所属委員会や有志の議員たちで 20 カ所を超える様々な場所

へ視察に行ってまいりました。現地に直接足を運び、実際に見聞きすること

は、行政を動かしていく上で非常に大切なことです。むしろ、直接赴きもせ

ず、机上で物事を決定してしまうことは認識の齟齬が生まれ、危険なことが

多いような気がします。 

 選挙の際、私は『「見る・聞く・届ける」を信念に地域と行政の架け橋にな

る』というスローガンを掲げ、皆様に鶴見をもっと住みやすく、魅力溢れる街

にするとお約束しました。これからもその初心を忘れることなく、全力で活動

してまいります。 
 
【視察先 一例】 

箱根町 大涌谷、久里浜少年院、横浜刑務所、ベトナム社会主義共和国、

台風 17・18号鬼怒川被災地、中央児童相談所、平塚児童相談所 

城山ダム、柏地域医療連携センター、県立精神医療センター   など 

平成 27年 12 月。県議会議員になって初めて一般質問を行う機会を頂き

ました。７つの質問を黒岩知事に尋ね、実りある答弁を行なえたと思いま

す。私が登壇した一般質問の模様は神奈川県議会のホームページにてご

覧頂くことが出来ますので、ご興味のある方は是非ご覧ください。 


